
事業所名 グループホーム文の里

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 作成日　　令和4年11月28日

【目標達成計画】

1 4

積極的に別の拠点の施設
のスタッフに参加してもらう

参加を依頼する。

令和６年
１月まで

2 9

ＡＤＬの低下を防止する。 天候の良い日や体制に余
裕のある日など行ける範

囲で予定を組む。 令和６年
11月まで

3 7

スタッフが相談しやすい機
会を作る。

一人一人のスタッフに可
能な限りコミュニケーショ

ンをとる。
令和６年
１１月ま

で

4

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

（別紙２）

現状における問題点、課題

他のグループホームの運営推
進会議に参加したり、招いたり
してはどうか。他施設と連携す
ることも有意義であると思われ
る。

コロナにより控えていた外出や
イベントを企画を再開していく。
五感で四季や音などを感じ、脳
に刺激を与え心身ともに活性
化に繋がるように活動していき
たい。
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目標達成
に要する

期間

　代表者は、管理者や職員
個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上
心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努める。


